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第５章
推進体制
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皿池湿原の生物多様性の保全と利活用は、 行政だけでなく、 市民 （地域住民）、 企業、 専門家な

ど多様な主体の参画により進められる取り組みです。 湿原の多様な価値を反映して、 様々な取り組

みが想定されますが、 生物多様性保全の観点からも適切なものであることが重要です。 また、 取り

組みの多くが各主体の密な連携を要します。 このため、 各主体が取り組みを行ううえでの基本的な

考え方やルールを共有して成果を評価したり、 取り組みのアイデア出し ､ 植生管理 ・ 資金 ・ 人材等

の役割分担など協力しながら、 より発展的な取り組みへとつなげていくことを目的とする 「（仮称）

皿池湿原保全推進協議会」 を設置します。

なお、 「（仮称） 皿池湿原保全推進協議会」 を設置するタイミングは、 市民や企業等の湿原保全

に対する機運が高まったと考えられる時期とします。

図．推進体制のイメージ
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